
　
春
に
は
サ
ク
ラ
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
珍
し
い
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
乱

れ
る
妙
正
寺
公
園
（
清
水
3
―
21
―
21
）
。
四
季
を
通
し
て
地
域
住
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
、
訪
れ
る
人
々

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の
が
、
三
年
前
に
つ
く
ら
れ
た
『
科
学
と
自
然

の
散
歩
み
ち
』
で
す
。
杉
並
区
在
住
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
・

小
柴
昌
俊
博
士
の
「
気
持
ち

よ
く
周
遊
で
き
る
自
然
の
ま

ま
の
遊
歩
道
を
」
と
の
想
い

を
受
け
た
も
の
だ
け
に
、
公

園
を
中
心
に
井
荻
駅
方
面
や

妙
正
寺
川
沿
い
、
清
水
森
公

園
な
ど
、
散
歩
道
は
四
方
へ

延
び
て
い
ま
す
。
ど
の
道
も

ぐ
る
っ
と
一
回
り
で
き
、
し

か
も
そ
の
沿
道
に
は
た
く
さ

ん
の
種
類
の
樹
木
が
植
え
ら

れ
、
新
緑
に
紅
葉
に
と
自
然

の
移
り
変
わ
り
を
ゆ
っ
た
り

と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

　
と
り
わ
け
、
早
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
さ
わ
や
か
な
季
節
に
は
、

ウ
メ
や
ツ
バ
キ
に
始
ま
り
、
ボ
ケ
、
シ
キ
ミ
、
ア
セ
ビ
、
ジ
ン
チ
ョ
ウ

ゲ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
ハ
ナ
ズ
オ
ウ
、
コ
ブ
シ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
シ
モ

ク
レ
ン
、
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
、
ヤ
マ
ブ
キ
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
ユ
キ
ヤ

ナ
ギ
、
コ
デ
マ
リ
、
ヤ
マ
モ
モ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
な
ど
が

順
次
開
花
。
そ
れ
ぞ
れ
の
木
々
に
は
、
地
元
・
桃
井
第
五
小
学
校
と
沓

掛
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
自
身
が
調
べ
て
手
作
り
し
た
開
花
写
真
付
き

樹
名
板
が
か
け
ら
れ
、
あ
た
か
も
植
物
園
の
中
を
散
歩
し
て
い
る
気
分

で
、
親
し
く
樹
木
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
圧
巻
は
、
何
と
い

っ
て
も
妙
正
寺
川
沿
い
に
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
続
く
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

の
並
木
で
し
ょ
う
。
新
た
な
杉
並

の
桜
の
名
所
と
し
て
、
お
花
見
時

に
は
多
く
の
人
出
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。 

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
散
歩
道
の
み

ど
り
散
策
で
嬉
し
い
の
は
、
沿
道

の
家
々
の
庭
の
手
入
れ
さ
れ
た
樹

木
や
草
花
、
生
け
垣
な
ど
が
一
体

的
に
観
賞
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
保
育
園
や
学
校
に
沿
っ
た

と
こ
ろ
で
は
、
四
季
折
々
の
花
が

咲
く
花
壇
や
子
ど
も
た
ち
手
作
り

の
素
朴
で
微
笑
ま
し
い
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
な
ど
が
、
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
所
は
特
に
、
付
近
の
道
も
掃
き
清
め
ら
れ
、
地

域
の
人
々
の
暖
か
い
気
持
ち
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
み
ど
り
豊
か
な
遊
歩
道
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
心
豊
か
な
散
歩
道
。

「
科
学
と
自
然
の
散
歩
み
ち
」
は
、
地
域
の
み
ど
り
と
人
々
の
心
と
ふ

れ
合
え
、
す
が
す
が
し
い
気
分
で
散
歩
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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みどりの新聞　みどりとひと143号 平成20年3月5日発行 
編　　 集／みどりのボランティア杉並 
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●最近、同じ種類の樹木でありながら姿形や育ち具合の違いに驚かされます。植物って結構“個性”が強いんですね。（羽） 
●暑さも寒さも彼岸まで。さあ、躍動、前進の季節、よく学び、よく遊びの心を持ちたいと決意しました。（中） 
●いくつになっても「ひな祭り」は楽しいものです。これからたくさんの花が咲きだし、わくわくします。散歩がおすすめの季
節です。（山） 

みどりに関する専門相談は 
塚山公園みどりの相談所 

TEL 03－3302－9387（毎週土・日曜日） 
くさ ば な  

 

■ツバキの剪定 
　チャドクガの発生しやすい混んだ枝
や不要な枝を切り、美しい樹形を作り
ます。剪定時期は花が咲き終わった3
～4月頃で、新しい芽の伸びる前に済
ませます。剪定の目安は、どの枝にも
小鳥が止まれるくらいがいいでしょう。 

■毛虫（チャドクガ） 
　淡黄褐色の毛虫で、黒褐色のこぶが
各体節にあります。卵より幼虫、成虫
まで毒針毛を持ち、葉裏にかためて産
まれた卵で越冬します。年2回発生し
（東京では1回目は4月～5月、2回目
は7月～8月）、飛散する無数の毒針
毛による激しいかゆみなどの皮膚炎を
起こします。 

[防除方法] 
発生初期：被害葉の焼却、摘除、また

は家庭用スプレー殺虫剤の
散布 

中期以降：薬剤防除（マラソン、スミ
チオン乳剤などの1000倍
液散布） 

「みどりとひと」はみどりのボランティア杉並と協働で編集しています。 

すかし剪定：3月初め～4月終わり 

花芽形成：6月半ば～8月半ば 

チャドクガの発生：4月半ば～5月終わり、7月初め～8月終わり 

澤地  家治 
指導 

先生 

大豆インク使用。ケナフ100％紙使用。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

 

　緑化のボランティアを考えて

いる方のきっかけの場として、

生活者の視点から区内のみどり

を守り、増やし、育てる活動をしてくださる方を募集します。

活動内容は樹木・草花の維持管理、腐葉土づくり、みどりの

新聞の編集などです。たくさんのご応募をお待ちしております！ 

■登録資格／区内在住・在勤・在学の方、または区内に活動

場所を希望される方で、次の①②に該当する方 

　①無報酬で活動できる方 

　②みどりに関心を持ちボランティア活動に理解と意欲のあ

る方 

■登録期間／平成20年4月～22年3月（2年間） 

　※登録後は、地域ごとに他の登録者とともに活動をしてい

ただく予定です。 

■定　員／約150名 

■申込方法／ハガキ・ファクス（住所・氏名・連絡先を記入）

で、みどり公園課みどりの計画係へ 

■締　切／平成20年3月14日（必着） 

■問合せ先／みどり公園課みどりの計画係 

　〒166-8570 杉並区阿佐谷南1-15-1 

　Tel：03－3312－2111(代表) 

　Fax：03－5307－0697

秋に葉裏に産み付
けられた卵のう 

1箇所に集まって
食害を始めた幼虫 

成虫のメス(体長約
2cmの黄色)



樹木の適正管理とみん
なで樹木を育てること
についてのお願い 

ハナニラ （花韮）　ユリ科 
メキシコ～アルゼンチン原産の多年草 
　世界各地で観賞用として栽培されています。日本には明治年

間に移入され、戸外で植え放しにしてもよく繁殖するため、野生

化しています。 

　全体にニラのような臭いがあり、葉もニラに似ているのでこ

の名前がつきました。 

　また、セイヨウアマナ（西洋甘菜）とも呼ばれ、花がアマナ（日

本産、東北地方以西に分布）に似ています。葉は長さ10～

20cmの線形で、3～4月に葉の間から高さ10cmほどの花茎

が伸び直径3cmほどの白色や淡紫色の6弁の花をつけます。

英名は早春に星形の花をつけるので、スプリングスターフラワ

ーと呼ばれています。花言葉は「別れの悲しみ」ですが、皆さん

ならどんな花言葉をつけますか？ 

杉並区内でよく 
見かける帰化植物 

　杉並のまちの状況は昔と大きく

変わり、住宅が密集するようになっ

てきた現在、樹木による日陰や落

ち葉などで様々な問題が起きて

います。最近では、何百年と育て

られてきた貴重な樹木が伐採され

姿を消す事態も起きてきています。

樹木も私たちと同じ生き物であり、

みんなで「地域の貴重な財産」と

して温かく見守りながら育て、良好

な生活環境を維持することが「環

境の時代」として重要です。 

　住宅が密集する環境では、子ど

もを育てるのと同じように樹木に

も手を掛けてやることが必要です。

道に大きくはみ出した枝などは、

電線にかかったり

通行の妨げなどに

なります。所有者

の方は適正な樹木

の管理をお願いい

たします。 

　杉並区では、まちのみどりを増やすため、敷地や建物への緑化を

行う方へ緑化工事の費用の一部を助成しています。一人ひとりが1

本でも樹木を植えて育てる努力をすれば、まちが今よりみどり豊か

になり、住みやすい環境が生まれ広がります。ぜひ、緑化助成制度

をご活用ください！ 

■接道部緑化助成 

　敷地の道に面した部分を緑化する場合、費用の一部を助成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■屋上・壁面緑化助成 

　建物の温度を抑えることや敷地に樹木などを植えるスペースが

無いなど、屋根や壁面の緑化をする場合、費用の一部を助成します。 

助成を受けるには、事前に手続きが必要になりますので、
まずはご相談ください。 
（みどり公園課みどりの事業係　電話：03-3312-2111） 

既存の塀を取り除いて緑化する 既存塀撤去費5,000円／m 

生垣を造る 
(高さ1.2m以上、3本以上／m) 緑化費  9,000円／m 

フェンスを多年性つる植物で覆う 
(5株／m)  緑化費  2,000円／m 

植え込みや植樹帯を造る 
(プランターを除く) 緑化費 5,000円／m2

建物の屋上や屋根を緑化する場合 20,000／m2 

建物の外壁を緑化する場合  5,000／m2



　草木の芽吹きが待ち遠しい季節になりました。夏には涼し

い木陰を作り、空気をきれいにしてくれるたくさんのみどり。

しかし秋がきて落ち葉になると、邪魔者扱いされてしまいま

す。そこで葉っぱに感謝し、集めた落ち葉を土に還して新し

いみどりへ生まれ変わってもらおうという活動「落ち葉感謝

祭2007―1万人の落ち葉掃き―」が、平成19年11月から12月

にかけて実施されました。 

　「落ち葉感謝祭」実行委員会のメンバーを中心に、ボラン

ティアや町会・商店会の方々、区役所職員、また、活動に賛

同してくださった小・中学校の取り組みをご紹介します。 


